
令和4年3月10日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

１：
７
０％
未満

Ｄ 0

4

◎「授業中、先生や友達の話を聞い
ている」と答えた児童は、９２％と、昨
年度の８９％より上昇した。しかし、
「手を挙げてたくさん発表する」と答え
た児童は、５８％であった。これから
は、授業を通してお互いの考えを交
流する良さを体験させていき
〇３・４年生の外国語活動と５・６年生
の外国語科は、外国語専門の講師と
外国語指導助手（ALT）による発達段
階に応じた一貫した指導体制をとっ
た。６年の学習効果測定ではその成
果が表れた。
〇今年度は、地域のものづくりについ
て工場見学をして調べ学習を行い、
「ものづくり教育学習フォーラム」で発
表した。来年度は、令和７年度に新設
される伸教科「おおたの未来づくり」を
意識した教材開発を行う。
〇タブレットを学習用具の一つとして
活用するために、３年生以上はタイピ
ング力の向上に努めてきた。来年度
も継続していく。
〇人権教育は全教育活動を通して
行っているが、資料を使った授業は、
担任が特にいじめ防止の観点から道
徳科として行った。そのため実施率が
８０％になっている。
〇今年度は１校１取り組みとして、長
縄大会・ボッチャ大会に加え、マラソ
ン週間を新設した。来年度は、さらに
拡充していく。

Ａ 8

・授業公開では、積極的に発言する児童の姿が見られた。
・実際に工場見学をして調べ学習することは、児童にとってと
ても楽しい学習である。教員が取材に熱心な姿にも感心した。
・コロナ禍で話を聞くことが身に付いたと思うが、人前で話をす
ることも大切だと思う。
・外国語やタイピングの宿題もあってもいいのではないか。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：
８
０％
以上

Ｂ 2

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

年度末児
童アンケー
トの「授業
のときはい
つもがん
ばってい
る」で「とて
も思う」「思
う」と回答し
た児童の
割合

４：
９
０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

4

◎「決まりを守っている」に対して、肯
定的評価は88%で、昨年度の８７％と
ほぼ同じであった。
〇今年度は、道徳授業地区公開講座
を参集型にし、道徳教育推進教師が
本校の道徳教育について、保護者・
地域教育連絡協議会の方に説明し
た。来年度は、１年間を通して各教室
での道徳授業を参集形式で公開す
る。
〇月１回の校内委員会を活用して、
問題行動・不登校問題についても取
り扱ってきた。臨時で開催することも
あり、臨機応変に対応した。来年度
は、校内委員会と生活指導部との連
携をより充実させる。
〇縦割り活動の時間を３０分に拡大
したことで、交流の内容が深まった。
縦割り活動により、高学年の自己肯
定感や、低学年の進級への期待が高
まった。

4

4

3

3

◎分かりやすい授業を行っているに
ついての肯定的評価は８６．１％と昨
年度の８８．４％より２．３％減少し
た。５月の学校公開アンケートでは９
７．８％、１０月の学校公開では９５．
３％の肯定的評価であった。
○来年度は授業力向上のため授業
観察に基づく指導をOJT研修に組み
入れる。
○区内の研究発表会には、できるだ
け一人１回は参加できるよう計画し
た。自身の授業改善だけでなく、還元
研修としても生かしていく。
○校内委員会を定期的に開催し、児
童理解を深め、個に応じた支援につ
いて検討した。
○「東六郷小学校スタンダード」につ
いては、定着度に学年差・学級差が
ある。教員にも児童にもより共通理解
していくと共に、毎年内容を見直して
いく。

３：
８
０％
以上

２：
７
０％
以上

１：
７
０％
未満

3

4

3

3

3

4

4

１：
７
０％
未満

・特に力を入れてほしい項目である。対応をおろそかにせず、
学校も家庭も子どもとしっかり向き合い信頼関係が築けるよう
にしたい。
・道徳授業を通して豊かな心が育めるよう、学校の取り組みに
期待したい。
・縦割り班活動の内容を具体的に知りたい。（ゲーム・スポーツ
など）

・コロナ禍になる前は朝食を食べない児童が多かったようだ
が、今は「早寝・早起き・朝ごはん」ができている子供が多く
なったように思う。
・早寝早起き朝ごはんは、毎日となるとなかなか難しい現状が
ある。健康チャレンジ週間があると、家庭でも意識できるので
よい取り組みである。
・ボッチャ大会や・長縄リーグはとても盛り上がっていたように
感じる。楽しんで取り組めるところが良いと思う。
・５・６年生の駅伝大会があるが、学校よって力の入れ方が違
うように感じる。

4

4

・コロナ禍での授業改善の取り組みが大変だったと思うが、子
どもたちの想いを大切にした授業をお願いしたい。

◎「勉強がよく分かる」と回答した児
童は９０％と、昨年度の８７．１％より
上昇した。
〇土曜日授業では、４校時に全教員
で補習を行った。来年度は、さらに補
習の回数を増やしていく。
〇授業改善推進プランを全教員で共
通理解して取り組んだ。
〇校内研究では、国語科の話すこと・
聞くことを通して表現力の育成に取り
組んだ。授業では、子どもたちの生き
生きとした活動が見られた。年間の
授業観察でも、話し合いの授業を取り
上げた。校内研究の成果を日常の授
業に生かすことができていることが分
かった。

6

4

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

4

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

健康観察や手洗いの習慣化を通して、健
康への関心を高める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康増
進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

異年齢交流の機会を充実させる。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等
を実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

「東六郷スタンダード」を校内共通の学習
ルールとして徹底し、学習規律を定着さ
せ、児童が主体的に学ぶ環境づくりを行
う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

4

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

児童が主体的・対話的で深い学びにつな
がるために、単元の中で１回以上、表現
活動・話し合い活動を取り入れる。

１：
７
０％
未満

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

3

2

２：
７
０％
以上

１：
７
０％
未満

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

３：
８
０％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

◎「知りたい情報」は８１．７と昨年度
の８７．１％より減少、「学校公開・保
護者会で～」は８６．６％と昨年度の８
２％より４．６％上昇「質問や要望に
丁寧に対応」は７５．３％と昨年度の８
６．１％より９．８％減少しました。
〇ホームページの更新回数も昨年度
より増やしましたが、さらに更新回数
を増やしてまいります。また、学校行
事や学校公開等で参観できる時間や
人数の拡大を切望するご意見が多く
寄せられた。来年度は、感染症対策
を取りながらも参観の機会を増やして
いく。
〇地域教育連絡協議会では、評価の
観点から学校の取り組みについて映
像で説明するよう心掛けてきた。
〇今年度は学校支援地域本部と連
携し、読み聞かせ、わくわくスクール、
地域探検の安全管理などの教育活
動を再開した。地域力のおかげで、
児童は充実した経験ができた。

・毎月、学校関係者にも、学校の様子が分かる「学校だより」を
届けていただき、ありがたい。
・手紙の内容には、良いことだけでなく、現状の報告もあった
方がいいのではないか。
・音楽集会など学年ごとの行事も、早めに日程を知らせてほし
い。
・持ち物の連絡は、早めに知らせてほしい。
・コロナ禍のせいもあるが、保護者会の出席率が低く、保護者
同士の面識が少なくなっている。
・わくわくスクールは、高学年向きの内容がもっと増えるとい
い。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

6

4

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新することに
より、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

5

5
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大項目 取組内容

子ども一人
ひとりの正義
感や自己肯
定感、自己
有用感などを
高めるととも
に、自他の生
命を尊重す
る心を育成
するなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・学校規模　児童数３６９名　14学級　教員数　２1名
・校内研究主題　「自分の考えや気持ちを相手に伝える表現力の育成」　～話すこと・聞くことの学習を通して～

年度末児
童アンケー
トの「きまり
を守って生
活していま
すか」で「き
ちんと守っ
ている」「だ
いたい守っ
ている」と
回答した児
童の割合

年度末保護者
アンケートの
「学校からの
通信は、知り
たい情報が盛
り込まれてい
る。」「学校公
開や保護者会
等で、学校の
様子がよくわ
かる。」「学校
は地域・保護
者に対し、丁
寧に対応して
いる」の3項目
で「あてはま
る」「おおむね
あてはまる」と

目標に対する成果指標

２：
７
０％
以上

４：
９
０％
以上

0

4

0

0

7

3

0

0

7

Ｂ

３：
８
０％
以上

２：
７
０％
以上

４：
９
０％
以上

４：
９
０％
以上

３：
８
０％
以上

２：
７
０％
以上

２：
７
０％
以上

１：
７
０％
未満

B

◎早寝早起き朝ごはんの肯定的評
価は、７１％で、昨年度の７３％よりや
や減少している。今年度１０月の健康
チャレンジ週間の調査でも、５月と比
べ、早起きは７６％で３．３％減少、朝
ごはんは９５．３％で２．３％減少、早
寝は６０．１％で３．８％上昇した。
〇５年生が総合的な学習の時間で食
品ロスについて調べ、学習発表会で
発信し、食育の成果となった。
〇一校一取組として、体力向上・ス
ポーツ振興のため、２学期にボッチャ
大会・マラソン週間、３学期に長縄大
会を行った。来年度は、各学期に体
力向上の取り組みを行っていく。
〇２学期に手洗い週間を設けた。そ
の期間に代表委員会・保健委員会
が、給食の手洗いの時間に「手洗い
の歌」を放送し、手洗いを啓発した。
来年度も児童の自主的な取り組みを
生かしていく。

0

年度末保護者
アンケートの
「子どもたちに
とってわかりや
すい授業を
行っていた」で
「あてはまる」
「おおむねあて
はまる」の児
童の割合

年度末児童ア
ンケートの「早
寝・早起き・朝
ごはん」を意識
した生活がで
きますか」で
「できている」
「ほぼできてい
る」の割合

Ａ

0

年度末児
童アンケー
トの「授業
中勉強が
よくわかり
ますか」で
「よくわか
る」「わか
る」と回答
した児童の
割合

3

Ｃ

Ｄ

４：
９
０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

４：
９
０％
以上

Ｄ

３：
８
０％
以上


